
建設委員会情報連絡 

令和６年１月２２日 

情報連絡件名 頁 

（１）下水道事業の充実及びその促進に関する要望活動について ・・・・・・・ ２

（２）第１５回中川公園整備検討協議会について ・・・・・・・・・・・・・・ ５ 

（３）足立区都市計画審議会の開催結果について ・・・・・・・・・・・・・・２２

（４）ユニバーサルデザイン講演（体験）イベント
「体験しよう！ユニバーサル野球」の開催結果について ・・・・・・・・２３

（５）竜井堀親水水路の循環施設撤去工事について ・・・・・・・・・・・・・２５

（６）柳原地区における防災まちづくりの取組み状況について ・・・・・・・・２６

【参考】 
《総合交通対策調査特別委員会報告事項》 
※ 資料は、総合交通対策調査特別委員会（都市建設部）の報告資料にあり

（１）足立区総合交通計画の中間検証について
（２）コミュニティバス「はるかぜ」路線の再編について
（３）東京女子医科大学附属足立医療センターへの乗入廃止について
（４）新たな交通手段に関する勉強会の開催結果について
（５）ＥＶバス導入効果の検証について
（６）足立区自転車活用推進計画策定に向けた取組み状況について
（７）鹿浜二丁目自転車駐車場の一時閉鎖と代替自転車駐車場の設置について
（８）自転車用ヘルメット補助制度の令和５年度上半期の実績について
（９）有楽町線（地下鉄８号線）の整備促進に向けた取組み状況について

（都市建設部） 



建 設 委 員 会 情 報 連 絡 

令和６年１月２２日 

件 名 下水道事業の充実及びその促進に関する要望活動について 

所管部課名 都市建設部都市建設課 

内 容 

 特別区で構成する、特別区下水道事業促進連絡会（以下「下促連」とい 

う。）の会長（品川区長）が、東京都知事及び国土交通大臣に、下水道事 

業の充実及びその促進に関する要望活動を行ったので報告する。 

１ 要望活動 

（１）令和５年１１月８日（水）に東京都知事へ要望書提出

（別紙１ Ｐ３参照） 

（２）令和５年１２月１４日（木）に国土交通大臣へ要望書提出

（別紙２ Ｐ４参照） 

２ 主な要望事項 

（１）東京都知事宛

ア 頻発する豪雨等による浸水被害から区民の生命・財産を守るた

め、「下水道浸水対策計画２０２２」に基づき、１時間７５ｍｍ降 

雨等に対応した下水道設備を早期に実施すること。 

イ 下水道施設の老朽化や雨水排水能力向上など再構築事業をスピー

ドアップし整備促進を図ること。 

ウ 震災時でも下水道機能確保のための震災対策を進めること。

（２）国土交通大臣宛

ア 下水道管の老朽化対策を促進するため、恒久的な交付制度を創設

すること。 

イ 震災時でも最低限の下水道機能を確保するため、「下水道総合対

策事業」の財源を確保すること。 

ウ 東京湾や河川・運河等の水質改善を推進するため、令和６年度以

降に係る新たな制度を創設すること。 

エ 現行の国庫補助を堅持するとともに、適切な財政支援などの必要

な措置を講ずること。 

３ 今後の方針 

今後も特別区で連携し、下促連から東京都知事及び国土交通大臣に対 

して、下水道事業の充実及びその促進について要望していく。 
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下

水
道
事
業

の
充
実
及

び
そ
の
促

進
に
関
す

る
要
望

書

東
京
都
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り
浸
水
対
策
や
良
好
な
水
環
境
の
形
成
等
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

下
水
道
は
、
安
全･

安
心
で
快
適
な
都
民
生
活
や
都
市
活
動
を
支
え
る
必
要
不
可
欠
な
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
、
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に
よ
り
浸
水
被
害
が
軽
減
し
て
き
た
一
方
、
令
和
元
年
東
日
本
台
風
で
は
記
録
的
な
降
雨
と
な
り
、
都
内
で
は
じ
め
て
大

雨
特
別
警
報
が
発
令
さ
れ
、
河
川
の
溢
水
、
河
川
の
水
位
上
昇
の
影
響
等
に
よ
る
内
水
氾
濫
が
発
生
し
た
こ
と
に
よ
り
、
甚
大
な
被
害
に
見
舞
わ
れ

ま
し
た
。
東
京
管
区
気
象
台
の
観
測
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
、
一
時
間
五
十
ミ
リ
を
超
え
る
降
雨
が
観
測
さ
れ
た
日
数
は
三
十
年
前
と
比
較
し
て
一
．
五

倍
に
増
加
し
て
お
り
、
浸
水
被
害
の
リ
ス
ク
は
こ
れ
か
ら
も
高
ま
っ
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
豪
雨
に
対
し
て
重
大
な
浸
水
被

害
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
、
整
備
水
準
の
引
き
上
げ
を
踏
ま
え
た
早
急
な
対
策
を
、
下
水
道
と
河
川
の
事
業
主
体
が
連
携
し
て
実
施
し
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
下
水
道
管
の
再
構
築
に
よ
り
道
路
陥
没
は
年
々
減
少
し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
整
備
年
代
の
古
い
時
代
に
造
ら
れ
た
下
水
道
管
が
原
因
と
見

ら
れ
る
道
路
陥
没
が
今
な
お
二
十
三
区
内
で
年
間
三
百
五
十
件
程
度
発
生
し
て
お
り
、
今
後
、
老
朽
化
す
る
施
設
の
増
大
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら

も
、
引
続
き
そ
の
対
策
を
強
力
に
推
進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
ク
ラ
ス
の
首
都
直
下
地
震
が
、
今
後
三
十
年
以
内
に
七
十
パ
ー
セ
ン
ト
の
確
率
で
発
生
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

い
つ
発
生
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
大
地
震
に
対
し
て
、
早
急
に
下
水
道
施
設
の
震
災
対
策
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

加
え
て
、
河
川
、
運
河
な
ど
の
水
質
も
以
前
よ
り
は
改
善
さ
れ
て
き
て
お
り
ま
す
が
、
強
い
雨
が
降
る
と
、
市
街
地
を
浸
水
か
ら
守
る
た
め
、
汚

水
混
じ
り
の
雨
水
が
河
川
や
海
な
ど
に
放
流
さ
れ
て
お
り
、
一
層
の
水
質
の
改
善
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
し
、
安
全
・
安
心
で
、
快
適
に
暮
ら
せ
る
都
市
環
境
が
創
出
さ
れ
る
よ
う
、
特
別
区
に
お
け
る
下
水
道
事
業
の
さ
ら
な
る

充
実
及
び
事
業
の
財
源
確
保
に
格
段
の
ご
配
慮
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

以
下
、
要
望
し
ま
す
。

一

頻
発
す
る
豪
雨
等
に
よ
る
浸
水
被
害
か
ら
区
民
の
生
命･

財
産
を
守
る
た
め
、「
経
営
計
画
２
０
２
１
」
及
び
「
下
水
道
浸
水
対
策
計
画
２
０

２
２
」
に
基
づ
き
、
一
時
間
七
十
五
ミ
リ
降
雨
等
に
対
応
し
た
下
水
道
施
設
の
整
備
を
早
期
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
河
川
等
放
流
先
の
水

位
上
昇
に
よ
る
内
水
氾
濫
を
含
め
た
浸
水
被
害
を
軽
減
す
る
こ
と
。

二

老
朽
化
対
策
と
あ
わ
せ
て
雨
水
排
除
能
力
等
の
機
能
向
上
を
図
る
下
水
道
施
設
の
再
構
築
事
業
に
つ
い
て
、
一
層
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
整
備

促
進
を
図
る
こ
と
。

三

震
災
時
に
も
下
水
道
機
能
を
確
保
す
る
た
め
、
早
急
に
下
水
道
施
設
の
震
災
対
策
を
進
め
る
こ
と
。

四

関
係
自
治
体
と
連
携
し
、
東
京
湾
や
河
川･

運
河
等
、
公
共
用
水
域
に
お
け
る
水
質
の
改
善
や
水
辺
環
境
向
上
の
た
め
、
合
流
式
下
水
道
の
改

善
や
高
度
処
理
の
推
進
等
に
一
層
取
り
組
む
こ
と
。

五

以
上
の
こ
と
を
実
現
す
る
た
め
の
財
源
を
確
保
す
る
な
ど
、
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

令
和
五
年
十
一
月
八
日

特
別
区
下
水
道
事
業
促
進
連
絡
会

千

代

田

区

長

口

高

顕

中

央

区

長

山

本

泰

人

港

区

長

武

井

雅

昭

新

宿

区

長

吉

住

健

一

文

京

区

長

成

澤

廣

修

台

東

区

長

服

部

征

夫

墨

田

区

長

山

本

亨

江

東

区

長

木

村

弥

生

品

川

区

長

森

澤

恭

子

目

黒

区

長

青

木

英

二

大

田

区

長

鈴

木

晶

雅

世

田

谷

区

長

保

坂

展

人

渋

谷

区

長

長

谷

部

健

中

野

区

長

酒

井

直

人

杉

並

区

長

岸

本

聡

子

豊

島

区

長

高

際

み

ゆ

き

北

区

長

山

田

加

奈

子

荒

川

区

長

西

川

太

一

郎

板

橋

区

長

坂

本

健

練

馬

区

長

前

川

燿

男

足

立

区

長

近

藤

や

よ

い

葛

飾

区

長

青

木

克

德

江

戸

川

区

長

斉

藤

猛

以
上
、
代
表

特
別
区
下
水
道
事
業
促
進
連
絡
会
会
長

品

川

区

長

森

澤

恭

子

東

京

都

知

事

小

池

百

合

子

様

別 紙 １ 
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下

水

道

事

業

の

充

実

及

び

そ

の

促

進

に

関

す

る

要

望

書

貴
省
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
素
か
ら
特
別
区
政
の
運
営
に
対
し
ま
し
て
、
特
段
の
ご
高
配
を
賜
る
と
と
も
に
、
浸
水
対
策
や
良
好
な
水
環
境
の
形
成
等
に

ご
尽
力
い
た
だ
き
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

下
水
道
は
、
安
全･

安
心
で
快
適
な
都
民
生
活
や
都
市
活
動
を
支
え
る
必
要
不
可
欠
な
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
、
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に
よ
り
浸
水
被
害
が
軽
減
し
て
き
た
一
方
、
令
和
元
年
東
日
本
台
風
で
は
記
録
的
な
降
雨
と
な
り
、
都
内
で
は
じ
め
て
大
雨
特
別
警

報
が
発
令
さ
れ
、
河
川
の
溢
水
、
河
川
の
水
位
上
昇
の
影
響
等
に
よ
る
内
水
氾
濫
が
発
生
し
た
こ
と
に
よ
り
、
甚
大
な
被
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
東
京
管
区

気
象
台
の
観
測
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
、
一
時
間
五
十
ミ
リ
を
超
え
る
降
雨
が
観
測
さ
れ
た
日
数
は
、
三
十
年
前
と
比
較
し
て
一
．
五
倍
に
増
加
し
て
お
り
、
浸
水

被
害
の
リ
ス
ク
は
こ
れ
か
ら
も
高
ま
っ
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
豪
雨
に
対
し
て
重
大
な
浸
水
被
害
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
、
整
備
水

準
の
引
き
上
げ
を
踏
ま
え
た
早
急
な
対
策
を
、
下
水
道
と
河
川
の
事
業
主
体
が
連
携
し
て
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
下
水
道
管
の
再
構
築
に
よ
り
道
路
陥
没
は
年
々
減
少
し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
整
備
年
代
の
古
い
時
代
に
造
ら
れ
た
下
水
道
管
が
原
因
と
見
ら
れ
る
道

路
陥
没
が
今
な
お
二
十
三
区
内
で
年
間
三
百
五
十
件
程
度
発
生
し
て
お
り
、
今
後
、
老
朽
化
す
る
施
設
の
増
大
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
も
、
引
続
き
そ
の
対

策
を
強
力
に
推
進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
ク
ラ
ス
の
首
都
直
下
地
震
が
、
今
後
三
十
年
以
内
に
七
十
パ
ー
セ
ン
ト
の
確
率
で
発
生
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
つ
発
生

し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
大
地
震
に
対
し
て
、
早
急
に
下
水
道
施
設
の
震
災
対
策
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

加
え
て
、
河
川
、
運
河
な
ど
の
水
質
も
以
前
よ
り
は
改
善
さ
れ
て
き
て
お
り
ま
す
が
、
強
い
雨
が
降
る
と
、
市
街
地
を
浸
水
か
ら
守
る
た
め
、
汚
水
混
じ
り

の
雨
水
が
河
川
や
海
な
ど
に
放
流
さ
れ
て
お
り
、
一
層
の
水
質
の
改
善
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
に
対
し
、
特
別
区
で
は
、
平
成
十
六
年
度
に
「
特
別
区
下
水
道
事
業
促
進
連
絡
会
」
を
設
立
し
、
活
動
を
続
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
今
年
度

に
お
い
て
も
東
京
都
に
対
し
、
下
水
道
事
業
の
充
実
を
強
く
要
望
い
た
し
ま
し
た
。

貴
省
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
成
二
十
六
年
七
月
に
管
理
運
営
時
代
の
新
た
な
下
水
道
の
政
策
体
系
と
し
て｢

新
下
水
道
ビ
ジ
ョ
ン｣

を
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
二
十
一
年
度
に
「
下
水
道
浸
水
被
害
軽
減
総
合
事
業
」
を
創
設
し
、
平
成
二
十
九
年
度
に｢

下
水
道
総
合
地
震
対
策
事
業｣

、
平
成
三
十
年
度
に｢

合

流
式
下
水
道
緊
急
改
善
事
業｣

を
延
伸
し
て
頂
き
ま
し
た
。

更
に
、
平
成
三
十
年
度
か
ら
「
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靭
化
の
た
め
の
３
か
年
緊
急
対
策
」
、
令
和
三
年
度
か
ら
「
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
た
め
の
５

か
年
加
速
化
対
策
」
が
実
施
さ
れ
る
等
、
下
水
道
の
整
備
促
進
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
下
水
道
の
整
備
に
は
長
い
年
月
と
莫
大
な
事
業
費
が
必
要
と
な
り
、
よ
り
一
層
の
安
定
し
た
財
源
の
確
保
は
必
要
不
可
欠
で
す
。
安
全
・

安
心
で
、
快
適
に
暮
ら
せ
る
都
市
環
境
が
創
出
さ
れ
る
よ
う
、
特
別
区
に
お
け
る
下
水
道
整
備
の
必
要
性
を
ご
理
解
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
極
め
て
公
共
性
の

高
い
社
会
資
本
で
あ
る
下
水
道
の
事
業
費
の
配
分
と
確
保
に
つ
い
て
、
格
段
の
ご
配
慮
を
賜
れ
ま
す
よ
う
、
政
府
及
び
関
係
各
位
に
対
し
、
強
く
要
望
い
た
し

ま
す
。

以
下
、
要
望
し
ま
す
。

一

集
中
豪
雨
等
に
よ
る
浸
水
被
害
か
ら
区
民
の
生
命･

財
産
を
守
る
と
と
も
に
、
浸
水
被
害
を
早
期
に
解
消
す
る
た
め
、「
下
水
道
浸
水
被
害
軽
減
総
合
事

業
」
を
継
続
す
る
こ
と
。

二

下
水
道
管
の
老
朽
化
対
策
を
促
進
す
る
た
め
、
恒
久
的
な
制
度
と
し
て
、
老
朽
化
対
策
に
資
す
る
新
た
な
交
付
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
。

三

震
災
時
に
お
い
て
も
、
最
低
限
の
下
水
道
機
能
を
確
保
す
る
た
め
、
「
下
水
道
総
合
地
震
対
策
事
業
」
の
財
源
を
確
保
す
る
こ
と
。

四

東
京
湾
や
河
川
・
運
河
等
、
公
共
用
水
域
に
お
け
る
水
質
改
善
を
推
進
す
る
た
め
、
令
和
六
年
度
以
降
に
係
る
新
た
な
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
。

五

以
上
の
こ
と
を
継
続
的
か
つ
計
画
的
に
遂
行
す
る
た
め
に
、
現
行
の
国
庫
補
助
を
堅
持
す
る
と
と
も
に
、
適
切
な
財
政
支
援
な
ど
の
、
必
要
な
措
置
を

講
ず
る
こ
と
。

令
和
五
年
十
二
月
十
四
日

特
別
区
下
水
道
事
業
促
進
連
絡
会

千

代

田

区

長

口

高

顕

中

央

区

長

山

本

泰

人

港

区

長

武

井

雅

昭

新

宿

区

長

吉

住

健

一

文

京

区

長

成

澤

廣

修

台

東

区

長

服

部

征

夫

墨

田

区

長

山

本

亨

江

東

区

長

木

村

弥

生

品

川

区

長

森

澤

恭

子

目

黒

区

長

青

木

英

二

大

田

区

長

鈴

木

晶

雅

世

田

谷

区

長

保

坂

展

人

渋

谷

区

長

長

谷

部

健

中

野

区

長

酒

井

直

人

杉

並

区

長

岸

本

聡

子

豊

島

区

長

高

際

み

ゆ

き

北

区

長

山

田

加

奈

子

荒

川

区

長

西

川

太

一

郎

板

橋

区

長

坂

本

健

練

馬

区

長

前

川

燿

男

足

立

区

長

近

藤

や

よ

い

葛

飾

区

長

青

木

克

德

江

戸

川

区

長

斉

藤

猛

以
上
、
代
表

特
別
区
下
水
道
事
業
促
進
連
絡
会
会
長

品

川

区

長

森

澤

恭

子

国

土

交

通

大

臣

斉

藤

鉄

夫

様

別 紙 ２ 
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建 設 委 員 会 情 報 連 絡 

令和６年１月２２日 

件 名 第１５回中川公園整備検討協議会について 

所管部課名 都市建設部都市建設課 

内 容 

第１５回中川公園整備検討協議会を令和５年１２月１２日（火）に開催 

したので、主な意見も含め、以下のとおり報告する。 

１ 主な次第 

（１）議事

ア 東京都下水道局（以下「下水道局」という。）

中川公園Ａ地区のトップライト撤去工事について

（別紙１ Ｐ６参照） 

イ 足立区、東京都建設局（以下「建設局」という。）

中川公園の整備について（別紙２、３ Ｐ７～１８参照）

（２）Ａ地区覆蓋部（上部公園）に関する委員からの主な意見

ア 水害時の避難施設としては屋根のある施設が必要だが、重量制限

もあり大きなものは建てられないため、防災パーゴラの設置が望ま 

しいのではないか。土づくりの里の覆蓋化が終わったら、避難所を 

兼ねた管理棟を建ててほしい。 

イ 小学校等の避難所に全ての人が収容できるわけではなく、在宅避

難できない人のためにも、Ａ地区に備蓄倉庫や簡易トイレ、かまど 

ベンチといったものは必要だと思う。 

ウ 大谷田一丁目団地内にある拠点備蓄倉庫を浸水しないＡ地区に移

設することを検討してほしい。 

（３）その他報告事項

ア 下水道局

（ア）中川建設発生土改良プラント再構築事業（覆蓋化）の工事につ

いて（別紙４ Ｐ１９参照） 

（イ）中川建設発生土改良プラント再構築事業（覆蓋化）の設計につ

いて（別紙５ Ｐ２０参照） 

イ 足立区

中川堤防の嵩上げ工事について（別紙６ Ｐ２１参照）

２ 今後の方針 

Ａ地区の公園整備（トップライト撤去工事後）について、今年度末に 

開催を予定している中川公園整備検討協議会にて、地元の意見を集約し、 

建設局へ要望していく。 
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令和５年 12 月 12 日 

  東 京 都 下 水 道 局 

◆樹木の復植について
トップライト撤去時に伐採した、樹木の復植を予定しています。
樹種は、景観・維持管理性を考慮し以下の候補を考えています。

水 

再 

生 

セ 

ン 

タ 

｜ 

側 

環 

七 

 

側 

中川公園 A 地区のトップライト撤去工事について

１工区

２工区

 

畑（学校農園）
北門※３

土づくりの里側 

樹木名 キンモクセイ ヤマモモ ネズミモチ

写真 

樹 高 樹高３～7ｍ 樹高 5～10ｍ 樹高 3～6ｍ 

開花 

時期 

など 

秋に香りのよいオレンジ

色の花が開花。実は通常、

結ばない。〇 

３～４月に赤い果実を実らせ

る（雌株）６～７月に結実。 

△ 

春に白い花が開花 

秋から冬に黒い実を結実。 

△ 

特 性 やや日陰を好む性質があ

る。△ 

葉が密生していることから、建

物の風よけや目隠しに列植さ

れる。〇 

日陰に強く、土質を選ばず、

成長も早い 。病害虫に強

い、垣根に適する。〇 

育 成 遅い(年 20cm 程度)△ やや遅い（年 30cm 程度）△ 速い（年 1ｍ程度）〇 

公園内現

状の植樹

分布

２割弱程度 １割程度 
データなし 

（実際には多数存在） 

◆Ⅲ期工事のスケジュール◆工事の概要
中川公園 A 地区のトップライト（水再生センターの明り取り）を撤去しています。
引き続きご不便をお掛けしますが、ご協力をお願いします。

◆現在までの状況と今後の予定
Ⅰ期、Ⅱ期工事は完了しました。
Ⅲ期工事については、2 工区に分割し、1 工区から施工を進めています。

※１   畑（学校農園）が設けられている東側の１工区につきましては令和 6 年４月末まで
に施工を完了する予定です。 

※２   トイレは工事期間中を通してご利用できます。

※３  北門付近は工事用車両の通行や仮設ヤード（橙色箇所）にて作業を行います。
 また 2 工区施工時は、北門を半分閉鎖いたしますが、通常どおり通行できます。 
ご通行にご不便をおかけしますが、ご了承ください。 

Ⅱ期工事（完了）

（樹木の復植予定）

トイレ※２

Ⅰ期工事（完了）

Ⅲ期工事

（66箇所） 
施工中 

仮設ヤード 仮設ヤード 

◆連絡先
発注者 東京都下水道局 東部第二下水道事務所施設課 施設整備担当

石本（いしもと）・立野（たての） 電話 03-5680-176８ 

受注者 松鶴建設株式会社 藤本（ふじもと）・小野（おの） 

電話 03-5856-0245 

N 
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R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13
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中川公園の整備について

0 100m 200m

管理所

畑

遊具

便所

便所

１期

２期

下水道局
施設

（換気棟）

土づくりの里
覆蓋上部の範囲
・広場
・多目的競技場
（サッカー場等）
・野球場
・管理所

等を検討

テニスコートの整備

・令和６年度設計（予定）

防災施設の整備

・令和５年度防災照明等の設計

遊具の改修

・令和５年度幼児用遊具工事

地質調査

・便所改築のための地質調査実施中

令和５年１２月１２日
建設局公園緑地部

17
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令和５年度幼児用遊具工事 令和５年度防災照明等の設計

非常用照明（ソーラー照明式）

揺動系遊具

クッション系遊具 回転系遊具 居心地の良い遊具
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◆進捗状況
土留め工事・既設プラント解体工事が完了し、引き続き敷地造成工

事(掘削)を行っています。
なお、5月18日(木)に解体工事中に発生した火災につきましては、

地域の皆様にご心配とご迷惑をおかけしたことを、あらためて深く
お詫び申し上げます。再発防止を徹底していくとともに、火災トラブ
ルに起因した工事の遅れが発生しないよう施工口数を増やす等、工夫
をしながら進めてまいります。
（掘削進捗：2.2万m3/16.4万m3 （11月30日時点））

令和7年度
整 備 工 事
( 準 備 工 事 )

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
◆スケジュール(予定)

※工期は令和7年7月までを予定しております。
なお、スケジュールについては、支障物の全体量が見通せないこと
から、令和7年度末までとしております。

◆工事の概要
中川建設発生土改良プラントの将来の覆蓋化にあたり、現在の

地盤高を約5m程度低くするための掘削工事や既設プラント施設の
解体を行います。

中川建設発生土改良プラント再構築事業（覆蓋化）の工事について 令 和 5 年 1 2 月 1 2 日
東 京 都 下 水 道 局

既設プラント解体前敷地造成(掘削)状況

◆連絡先
発注者：東京都下水道局 第一基幹施設再構築事務所

工事第一課 工事担当・第三
所畑(しょはた)・横野(よこの) 電話：03-3862-8410

受注者：大成建設株式会社
黒木(くろき)・渡邉(わたなべ) 電話：03-5856-2486

7月※
▽

既設プラント解体後

A A′

A

A′
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令和５年 1 2 月 1 2 日
東 京 都 下 水 道 局

◆連絡先 東京都下水道局 建設部土木設計課
宮下、中原 Tel. 03-5320-6657

中川建設発生土改良プラント再構築事業（覆蓋化）の設計について

・建築計画のお知らせの掲示について

（令和５年12月予定）

・計画通知※ 提出について

（令和6年1月予定）

第一期覆蓋整備範囲につきましては、今後の構造及び施工計画の検
討を通じ、令和12年度内に完了できるよう努めております。本体覆
蓋工事は、令和7年度契約に向け設計を進めております。
今後の覆蓋本体工事の着手に先立ち、建築主事に計画通知を提出す

る必要があります。このため、「建築計画のお知らせ」を令和５年
１２月に掲示する予定です。

◆第一期覆蓋整備の事業スケジュール（案）

年 度 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

整備工事
(準備工事)

覆蓋本体
工事

注）現時点でのスケジュールのため、工事の進捗等により、完成時期が変更となる可能性があります。

◆今後の設計のスケジュール

※「計画通知」とは、建築基
準法第１８条に基づき、工事
に着手する前に、計画を建築
主事へ通知するものです。

〇覆蓋本体工事

（令和７年度契約予定）

◆プラントの概要について

本事業は、中川建設発生土改良プラントを覆蓋化（人工地盤の

下部に収容）し、上部を公園施設として活用できるよう施設の
再整備を実施するものです。

プラント覆蓋化イメージパース（上部公園の施設については未定です）

プラント断面イメージ図（上図A-A断面）

緩衝緑地管理道路
覆蓋部

覆蓋周辺部中川公園
（A地区）

中川

事 業 範 囲
第一期覆蓋整備範囲
断面イメージ図箇所

N

覆蓋本体工事の周知を目的
に建築計画のお知らせを掲示
いたします。
（右イメージ参照）

◆設計の状況について

お知らせ看板イメージ

中川建設発生土改良プラント再構築その2工事（仮称）

A
A
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28 11

28 11
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建 設 委 員 会 情 報 連 絡 

令和６年１月２２日 

件 名 足立区都市計画審議会の開催結果について 

所管部課名 都市建設部都市建設課 

内 容 

第７９回足立区都市計画審議会を開催したので、以下のとおり報告する。 

１ 開催概要 

（１）日 時 令和５年１２月２２日（金） 午後２時～ 

（２）場 所 区役所中央館８階 特別会議室 

（３）出席委員数 委員定数１９名中１５名出席

２ 議案 

（１）南花畑五丁目地区関連

ア～エは足立区決定、オ～カは東京都決定（東京都からの意見照会） 

ア 東京都市計画 一団地の住宅施設の変更

イ 東京都市計画地区計画 南花畑五丁目地区地区計画の決定

ウ 東京都市計画 高度地区の変更

エ 東京都市計画 防火地域及び準防火地域の変更

オ 東京都市計画 用途地域の変更

カ 東京都市計画土地区画整理事業 足立東部土地区画整理事業の変更 

３ 報告事項 

（１）竹ノ塚駅中央地区のまちづくりについて

（２）小台一丁目地区のまちづくりについて

（３）六木一丁目地区のまちづくりについて

（４）渕江公園（内谷公園）及び（仮称）大谷田一丁目公園の都市計画変

更について 

４ 審議結果 

上記議案を付議した結果、足立区都市計画審議会において異議のない 

ものと決定された。 

５ 都市計画決定・告示 

令和６年３月上旬 

６ その他 

次回の足立区都市計画審議会は、令和６年７月に開催を予定している。 
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建 設 委 員 会 情 報 連 絡 

令和６年１月２２日 

件 名 
ユニバーサルデザイン講演（体験）イベント「体験しよう！ユニバーサル

野球」の開催結果について 

所管部課名 都市建設部都市建設課 ユニバーサルデザイン担当課 

内 容 

「体験しよう！ユニバーサル野球」の開催結果について、以下のとおり

報告する。 

１ 実施年月日及び会場 

（１）日時 令和５年１２月２日（土） 午後２時～午後４時

（２）場所 足立区勤労福祉会館（綾瀬プルミエ） ２階 第１ホール

２ 内容 

（１）第一部 ユニバーサル野球発明者による講演

（２）第二部 ユニバーサル野球体験

３ 実施状況写真 

４ 参加者 

４６名（年齢層 ２歳から７１歳まで） 

５ アンケート結果（抜粋・別紙 Ｐ２４参照）

（１）全てのひとが取り組めるスポーツで良かった。

（２）いろいろな方と交流できて良かった。

（３）応援する気持ちは大切だと感じた。

（４）お子さんや障がいのある方へのやさしい思いやりを深く感じた講演

でとてもためになった。

（５）体験してユニバーサルを感じた。広まってほしい。

６ 今後の方針 

今後も一般区民向けの講演会等として、アンケート等の意見を検証す

ると共に、ユニバーサルデザインの更なる普及啓発に努めていく。 

講 演 ユニバーサル野球体験
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令和 5 年度ユニバーサルデザイン講演（体験）イベント 

「体験しよう！ユニバーサル野球」アンケート集計結果 

１ イベント内容の評価 

10 代以下 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代以上 合計 （％） 

満足 7 1 4 6 4 0 2 24 88.9 

やや満足 0 0 1 0 0 0 0 1 3.7 

ふつう 1 0 0 0 0 0 0 1 3.7 

やや不満 0 0 1 0 0 0 0 1 3.7 

不満 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

不明 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

合計 8 1 6 6 4 0 2 27 100 

理由・意見（抜粋） 

① 皆で体験し、悔しかったり、嬉しかったから。

② 応援も楽しかった。

③ 子ども達が、とても楽しんで参加できたため。

④ 多様な状況にある人々が一つの競技を楽しめ、自然な形でユニバーサル社会を体感できた

から。

⑤ ヒットが打てた。ホームランを打った人もいた。

⑥ できたら投げたり、打球を取ったりしたい。

⑦ 上手く打てなかった。

２ 今後、心のユニバーサルデザイン・バリアフリーを意識して行動していきたいか 

10 代以下 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代以上 合計 （％） 

そう思う 7 0 5 5 2 0 2 21 77.8 

やや思う 1 1 1 1 2 0 0 6 22.2 

ふつう 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

あまり思わない 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

分からない 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

不明 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

合計 8 1 6 6 4 0 2 27 100 

３ イベント全体を通じて、印象に残った内容・感想等、その他（抜粋） 

① 全てのひとが取り組めるスポーツで良かった。

② いろいろな方と交流できて良かった。

③ 応援する気持ちは大切だと感じた。

④ お子さんや障がいのある方へのやさしい思いやりを深く感じた講演で、とてもためになっ

た。

⑤ 体験してユニバーサルを感じた。広まって欲しい。

⑥ ユニバーサル野球を体験して、もっと深く知りたいと思った。

⑦ 次もこのような体験が出来れば、嬉しい。

別紙 
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建 設 委 員 会 情 報 連 絡 

令和５年１月２２日 

件 名 竜井堀親水水路の循環施設撤去工事について 

所管部課名 道路公園整備室道路整備課 都市建設部都市建設課 

内 容 

 竜井堀親水水路の循環施設撤去工事（以下「区撤去工事」）の契約不調

が発生したため、今後の進め方について以下のとおり報告する。 

１ 不調の原因 

不調の原因について、入札参加業者へヒアリングを行った。 

（１）ヒアリング結果

ア 下請作業が必要な工種について、人の確保が困難であった。

イ 地下構造物の撤去は不確定要素が多く、不測の事態が発生した際

に、現在の工期では対応が困難であると判断した。 

２ 今後の進め方について 

（１）綾瀬新橋架け替え事業との調整

綾瀬新橋架け替え事業に影響を及ぼさないように、以下のとおり工

事の進め方を変更する。 

変更前 変更後 

区撤去工事を先行 都と同時並行で区撤去工事 

（２）令和６年３月補正

令和６年３月補正で、Ｒ５－Ｒ６債務への変更手続きを行い、補正

予算の議決が得られた場合には、再発注を行う。 

（３）経緯及び今後のスケジュール

時 期 内 容 

令和 5年 8月 20日 住民説明会 

令和 5年 11月 10日 工事発注→12月 12日契約不調 

令和 6年 3月補正 区撤去工事再発注（R5-R6債務工事へ） 

令和 6年 4月以降 東京都 右岸地盤改良工事現場着手 

令和 6年 5月以降 区撤去工事現場着手 
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建 設 委 員 会 情 報 連 絡

令和６年１月２２日 

件 名 柳原地区における防災まちづくりの取組み状況について 

所管部課名 建築室建築防災課 

内 容 

 柳原地区（柳原一丁目及び二丁目）における防災まちづくりの取組み状 

況について、以下のとおり報告する。 

１ 柳原地区防災まちづくり計画（案）の住民説明会の開催結果について 

（１）目  的 計画の周知及び策定に向けた意見聴取 

（２）開催日時 令和５年１２月１９日（火）午後６時～午後７時３０分

（３）対 象 者

ア 柳原地区の住民約３，０００世帯

イ 地区外在住の地権者等約５００世帯 計約３，５００世帯

※ ポスティング及び郵送で開催案内を送付。

（４）出 席 者 ２２名

（５）主な説明内容

ア 柳原地区の現状と課題

イ 取組み方針（防災街区整備地区計画（以下「地区計画」という。）

及び密集事業の導入） 

ウ 今後の予定

（６）主な質疑

Ｑ１：プチテラスの整備箇所は決定しているのか。

Ａ１：用地買収の交渉結果によるため現時点では決定していないが、 

公園が少ないエリアで積極的に整備したい。 

Ｑ２：事業期間はどの程度を想定しているのか。 

Ａ２：他地区を踏まえると１０～１５年が目安になるが、危険度の 

改善状況によっては延伸される。 

Ｑ３：地区計画の具体的な内容を教えてほしい。 

Ａ３：１月下旬に開催予定の説明会等で詳しくご案内する。 

２ 今後の予定 

年度 主な内容 

令和 5年度 地区計画に関する法定外説明会 

柳原地区まちづくり協議会の発足 

防災まちづくり計画の策定及び公表 

令和 6年度 地区計画に係る法定手続き（説明会、公告・縦覧等） 

令和 7年度 密集事業及び地区計画の開始 
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